
申高生を大切にする教会
CSK(中学生聖書クラブ協力会)委員会委員長 神谷典孝

たり、鬼ごっこをしたり奮闘

していると聞き、「とても自

分にはできない」とすぐに諦

めてしまいました。別に同じ

ことをしな くてもいいので

すが、自分の牧会する教会で

行 う日曜午後の子ども会でも、どこで遊んでき

たかわからないような汚い足で入って くる子 ど

もたちを見てはムカッとし、大の大人が大いな

る努力をして用意 した遊びを「う.ま んね。オレ、

やんない」 と言われると「帰れ !」 と言いた く

なる自分ですから、友人 と同じようなことをす

るなどハードルが高すぎ、ということでしょう。

いくら「主のため」とか「教会の将来のため」

とか言い聞かせても、自分の身の丈に合わない

ことはできません。「それじゃ、若い人を導 くた

め何ができる ?」、「中高生を大切にするってど

ういうこと?」 そんな思いの中、「これなら自分

もできる !」 と浮かんだのが、今更ながらです

が「みことば」を中心にした伝道です。中高生

を大切にするとは、彼 らがみことばを読み続け

る人 となれるように助けることであ り、みこと

ばが心にとどまるなら、その人はネ申様から離れ

ない、 と思ったのです。 これまでも教会の人た

ちが毎 日聖書を読み、祈 る習慣を身に着けるよ

う導いてきました。でも今はそれだけでなく、

「中高生を大切にする教会は間違いなく伸び

ます !」 これはあるセ ミナーで講師が断言 した

ことです。 しかしその場で語られたもう一つの

ことは「中学までに洗礼を受けた人の 6割以上

は教会から離れます」でした。これは講師が所

属する教団のデータということですが、子ども

のころに洗礼を受けた人の定着率は低い、多 く

の人がそう思っていることではないでしょうか。

そして今、日本のキリス ト教界では「次世代

への宣教が急務であるJ、 ということがいろいろ

なところで取 り上げられています。日本社会 と

同じく教会員の高齢化が進み、福音的な教会の

牧師に至ってはその90%が 50歳以上と言われて

います。若いたましいをイエス様のもとに導き、

そのたましいをイエス様にしっか りつなが り実

を結ぶ人に育てていく、 このことに勝 って優先

すべき課題は今の日本の教会にはないかもしれ

ません。

それではどうしたら若いたましいを導 くこと

ができるのでしょうか。私 も何年か前から、い

ろいろなことを考えてきました。「教会を子ども

たちの放課後の居場所にしたらどうかJと も考

えました。友人の牧師がその方法で、多 くの子

どもたちを集めていることにチャレンジを受け

たからです。でも彼が、月曜から土曜までの放

課後、日が暮れるまで子 どもたちと縄跳びをし
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特に子どもたちや中高生がみことばを読み続け

ることができるように、ということが中心的な

課題 となりました。子どもが一人で難 しいなら

親子で聖書1通読、デボーション、一人で読み続

けるのであれば誰かと分かち合いをする。そん

なことを教会で励ましています。今、教会では

.「ジュニみこ―」を親子で使 うデボーションが勧

められ、聖書通読の挫折経験者たちが E100チ ャ

2019年 3月 16日

(土 )、 東京の御徒町

キリス ト教会を会場

に、りll口竜太自「 hi―b.a.

代表スタッフを講師

にお招きして CSK中

学科教師研修会が開

催されました。当日

の会場にはほぼ満席の参trl者が集められました。

|   <講 演要約>

・ 日本のキリス ト教会の現状と中高生

午前と午後に渡った講演の冒頭には、現代の

日本のキリス ト教会における中高生伝道の現状

を示すデータが数字として報告され、私たちが

大変に厳 しい状況に置かれていることを改めて

認識させられました。日本の教会は未曽有の少

子高齢化の時を迎えようとしてお り、多 くの教

会で若い受洗者がなかなか起こされないだけで

はなく、10代の出席者がおらずに中高生のため

の集会を持てない現状を踏まえ、以下のょうに

話されました。

レンジガイド(イ ーワンハンドレッド.聖書の中

心的な 100箇所を読むための新刊書)に希望を見

出しています。

あなたは今、どんな方法で中高生を大切にし

ていますか?

<日本福音キリスト教会連合OECA)

横浜さちが丘キリスト教会牧師>

つことの難しい年代です。加えて自分が導かれ

ている教会の中で、同世代がいないために居場

所がなく、教会から離れてしまう危険に置かれ

ます。またfEl人の趣味嗜好は多様であり、同世

代がいれば必ず親しくなれるというわけではあ

りません。教会全体でこのFH5題を共有し、また

同じ群れの教会、地域の教会と協力していく必

要があります。各伝道団体には経験を提供し協

力する用意があります。中高生への伝道は困難

なことであり、すぐにうまくいくことばかりで

はありませんが、私たち自身がみことばに捕え

られつつ進んで行くしかありません。

日本は世界の教会から注目されています。多

くのクリスチャンによって、日本のF・nの救ぃの

ために、涙を流して祈られてしヽます。

・「集めるより育てる」

10代の救いのためには「集めることよりも育

てる」ことが大切です。集めることならば、大

規模な集会に一時的に集まります。確かに大き

な集会を通して励ましを受けます。しかし集め

ることはゴールではなくスタートです。継続的

な成長を促す働きを欠くことはできません。長

い日で将来を見据えて語つていかなければ、仮
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第 51回 CSK中学科教師研修会 レポート

中高生は思春期ということもあり、信仰を保


